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近世日本農村における家普請(3 ) 
←河内国渋川郡荒川村森川家の場合一
辻野増枝
The Process of House Building in the Japanese 
Rural Societies at the Edo Era 
-the Case of Morikawa-Ke-
MASUE TSUJIr¥o 
はじめに
本怖は河内同渋川郡荒川付(貌東大阪市 の衣川家の
家普請関係文，ヰを紹介し.近世の先進地農村における符
請について考察しようとするものである。
保川家は}C[例年r:J (1781-88)にそれまで'の持尚30イi
余を一挙に80イ{近くまでに培やし以後.幕末まで安定
したI也 i-:経'~~・を続けてきた LI同農家である。 JT、川家の'/J
3t'1文JFは20/，(余リ残されており.そのうち19. ，¥はこのl切
!日J. Jtl改Jtllから ~'~4くま での ものである 悶 普請の I付手W:í表
述するとおりであるが. IF舗の規I;;~"í 1 、ずれも大きくは
なく.比較的IJ0:つものとしては 3 ヵ所の座敷のm~_
玄関の期改築. t:放の新築があり.その他は借家 ，J~小
屋の佐治や各所をMi修する小規快なき:請が多い
上階i~家が.その財力をどのような~ニ請にかけて， 1主
慌を笠えていったか{:，彼らの1主意識をうかがう1:て二
非常に興味深いことてある i荒川家の湯合は~なJI'f p，'i
の箇所が座敷部分.34・関等であることからみて. 日常的
な居住I~.Ijìを I}昼間するという方向ではなくて. ".附農家
の住民としての形態を笠え.その財力にふさわしい終式
をぷ徴するようなんー同lへ向けられたといえる(図 1ー.2. 
表ー 1)の本机では')1愛したが.文政三年(1820).レl卜
二年 (1829).品j応Iじ年 (1865)に計51牛のtJilの払n'がお
こなわれていることも.こうした(頃l古lをぷすものと考え
られるし.大正:jl寺としての体由Fをi呆ちつづける上て二伸々
の小規校な補修J: t~ も必要であったといえる 安定した
地主絞'i~'を維持し住生活をとりまく芯条件の変化もみ
られない"，肘段家にあって{;i:.既存の建物を変える必要
の必こらない限リ.このようなJilnJをたどるのは当然の
ことと忠、われる
本f{:，ては.このt!J:，if関係文3から.j!I U吐農村において
比較的Wi古的に必こなわれたであろう小規似てー部分的な
作品の級 fをみてゆき.あわせて河内j也Jjの家作品の持
性をも巧えてみたい。
1.史料の大要
庁、1吉正の仔"市lこついては.前述したように党政JtIIから
仏Aくまで19引の文il?が残されている これら作J似の記
載)jWはほぼ ー定しているが.そのl人l谷にはt，'mかあっ
て.必ずしも一定していない。一般的にいって.千の
かかったと思われる仔請については細やかに。I}かれてい
るが.小鋭校なものほど簡略会記載になっているまず.
これらの仔J般から・普請の慨要を年代同日にみていきた
い(表一 1)に俊則のl付沢をlJifl別にまとめてJjいたの
て.参照されたい
1 r家普請諸入用調書抜帳j寛政十年 (1791)
パIHI).八月三代百二三J台三';J.. 仏na lll!代打'~ :_ ';J.. 1ぷtl.i.-
f{かまち共じ拾三'J.j， ふくろたな六治じ匁 などの記載
カfあるところから ii在十事剖弘子グ)1宅骨1:( 81'(l とIL.tll( 8 
:l.'l )の作品と々えられる。午十一月四十IH~、Ilfì. 本三 JJ
'I'-rl槻 J'，げとあるが.大工作料(7741:分 2ct 11 'J.j 4分)
，: '!1 $1 '，の 6H まて.~Jご払われて必リ. 8ヶJにおよよかな
り大級以な4~ih'lであったようであるの 総:古(1をみてむわか
るように.少な くとも以後の符前中段大のものである。
:IIWのうち 2""十の材木版への止:払L、3l'r!1';J.がJtH大
きいが.ム;払金制と Ji払')eの記赦たけて， i~ßj 1の名札.
J法専;ーのlI細はない勾
2 r屋根吹小入用弁借物留帳j文化元年 (110.1)十月
:H慢のうち.瓦1¥:86匁6分.同恨吹1i料 41'， ，1'28 
日分61'li.6分か主なものである 期間は10fl3 1から 9
Uまでて. 4人が 7FI HIlでJL~tRを(\'\， 、た j~:~-r. である
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森川家配置関(古図)図中の番号は史料番号に該当する
(表ー 1及び図一1・2は「布施の民家」より抜粋)
( 2 ) 
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7 r居宅展綬蔓入用帳J文政四年 (1821)
ILki十uをfT¥、た上うであるが. t;{ffU~Uニ32 1.分 (75匁
6分)主払っているのに付し、 J'Lはわずか11m:しか脇人
していなL、。この九たけで仕・れをしたとすると 1[4校
たらずにしかならない 前の史料6では.これとちょう
と逆に止し代が多い ~lilJ に尾根 I;{.の作料が少なくなってい
る あるいは.ここでisJf用さilた1-i.を. rij b )てQの日祭
に勝人するなど. tと?の問{こ何らかのつなかりがあっ
たと考えられる itfJ常必なとの付料は.n込まれて床ド
などにたくわえられることが多いからである i-始めは
五fll'-Uとなって必リ.所jの jlC{-，I)tfとの間隔は‘ドドくら
いである吋
8 r丑家普請鰭入用帳J文政七年 (IS24)二月
党小h{の普請であるためか.J己申tはごく簡単にされて
いる挫て}jl.， 筑l.l一式として100Flを大 Lに立:払う
形式になヮており.ih百は大 l・と 「手伝Ji"'flJでおこ
なっている。その他の主な出，(~は.瓦代の58~ 6I'tlと付
木代の56匁2分など 百E建に含まれない分である。
9 r北側出家緒入用t口帳j文政七年 (IS21)八月
この岱泊も大 Lに 従建J100lJでやらせておリ .ld~ 
26匁 5分以外にほとんど大きなIH'(~はなく.ニ〈簡単な
普必であると忠われる
10 r乾蔵屋根替路入用帳j文政八年 (1825)十月
lぜ十1~ft'であるが. iほ恨屋の文F刊までてこない屋m
n.a948立;を 予伝 4人にi度しているのまた銀6九扮
弐弘イ7釘村本一色代将ニ手間l卜三 L料共. I'iJ弐拾匁.
右折引，I'IH代. 〆}Ui十it弐匁. 卜J.jif}日大 ur相il立候」
とあり.むしろ大上小心の作業であったようである
11 r米蔵様継入用帳J天保二年 (1831)十一月
ここでも大 lに「材木代弁釘手IiIJ共jとして190匁をil"i
している lL代が81匁6分であるが.W似wへの主主l、は
なく. 子伝jに附m吹賃 2U分472.)(を..ii:払っているの
12 r亭主柱取替普鯖諸入用傾j天保七年 (1836)八月
tr'"I~の性質 L 村木関係の:H'!伎が大半であり.作料と
共にして197匁4分 11豆が大l.にム:払われている他に!i
，'lj付行と大黒什イ1にl期するIH'{f(23匁9分 51'虫)がIj
につくれリ支て肝ある
日「屋根.替入用帳」天保十二年 (1812)十二月
本州ー の仔屋十Hをn{十えた際の入).jj帳てあるが.f也にrw
恨日欠手(i，jf:尼似や.tIlJがあり.これによれは実際のT. 'I~
は溜ir1月26Hから行なわれている i七も1>1:1甘されてい
ることからみて. ，也のニ 〈小股F:!なl!frinもあわせておこ
なわれたようである 支出の内択をみると.";"(代の927'1;.
7 分がIIH 多<.ついでJをの巡搬'1~277匁 2 分 4 )'Ii. Jd~ 
171 ~￥ 7 分 91'p . MW朕作料165匁 6 分.飯事十 159~となっ
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3 r借家普請諸入用控帳j文化十二年 (1815)十一月
6呼の借家の伴~nを行った際の伶帳である 史料円DJt
に大仁作料を材木1I:JI<1こ228匁ぷ払っているが. íH! し j~
tl'ニ付銀三拾八匁定 と記されておリ.士"1'.f;函で工'f¥--
'J:¥をa背負ったと号えられる その他の，'1mとして竹代38
匁 7分.わら代29~叫 5 分などで特に大きいものはない
なお.賃金の記f(がないため1(にはでていないが、予
{云20人カf来ている。
(4 r居宅普締結入用勘定帳J文化十五年 (1818)
lE月6日に手仮始めと l'}かれているが.記載内芥はほ
とんどが材木とそれを運ぶ際の人足にfJ.lIする出費であ
る。材木はたとえは「大黒悦也本彬八寸五分角.銀九扮
ii.匁jといったように音1材寸法.材質の町!紺lが占かれて
いる (このf去の史料ではすべてこの形式で，Iiかれてい
る)
5 r乾蔵普請入用帳J文政三年(1820)
f-舗がおこなわれたのは前年の9月からである(9月
予級始.上隙lO月251J)。文政二年九月「仕用!帳jによれ
ば桁行2間半.袋行2n~. ，f:jさ何rF 1支5に‘ド (j旦.A
tf{二重主主.窓 2 ヶ 1~ふ入口 l ヶ所)のj磁の新築を. 村木.
a 竹.手伝.尿十良{~手聞を含めて. 970匁で大工が:背負
うことになっている。 1.1苦入問帳で与は建1イi9n:l代72匁.6
分紋9THt(腰板に使用したものか) 5匁2分など当初J
の請~の際に含まれていないもので出費がふえ. 結んIj.
大1:に1.070匁2分.材木代に213匁 l分支出している
6 r座舗普鯖鰭入用留帳J文政三年 (1820)八月
全般に記載はていねいで. しかも材木.1L.畳屋.ll
呉服.事I屋.左むなど.それぞれにまとめられて明細が
浮かれているのとく に建具頬にいたっては 「小ゑん障子
弐は.I:t.)法t:iサ三尺問、T八分.術申苗:弐T(7、l八分.さん ¥I，
五ノド餓四本Jといったごとく. きわめてきめ細かく記さ
れている。
ri針朋一組令弐砂弐米Jr袋棚A.JH&lli1'世. ;，f J i均殿
しつらい五百四t0八文Jr鉄砲胤呂おはらいI{(し阿拾 L
匁jの記載から:;;;械部分の匹草倣(史料? の上手表fQlfに
付出した8畳と床の間.およびぬ般の話予I'lであると断定
できる
( ;う)
二一;::jlL川一
?? ?
図ヨEI有図-2
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ている。債を運ぶ際に多数の人足を原うために.その賃
銭と共に飯料もかなりな傾にi主している。
⑬「玄関普請諸入用留帳j弘化四年 (1847)十月
材木の寸法.材質.瓦の極類等ま聞かく記敏されており.
規枚は小さいながら手のかかった普請であったと思われ
る。「乾蔵西方ゆかはり絞手間ともJ合弐匁5分jとあり.
玄関の他にもあちこちの補修工事をしたようである。上
棟は10月であるが.翌年7月まで諸々の記載が続いてお
り. 1 ip近くも普請がっつ'いている何材木代，瓦代，大
工作料の他.畳屋へのJi払が163匁7分 51!liとかなり多
し、。
⑬「南座敷建家矢損諸入用帳J嘉永四年 (1851)
2月15日より屋恨その他を修繕した際の諸入用帳であ
る。大工作料14人分36匁4分.屋恨i作料6人分の計16
匁8分 51慌の他はほとんど「文J(銭)てー支払われ.大き
な出資はなし、。
⑮「西方図庇普請弁乾蔵之北方越板張ニ付諸入用相帳J
嘉永五年 (1852)
表題の示すとおり.単に1l'Eと腰板を張るだけの小規校
な普請であるカ<. 3月はじめから 4月中旬までと期間は
かなり長し、。材木代285匁9分.1ii030匁と出資も少な
くはない。
@ f大黒柱入替ニ付諸入用帳J安政三年 (1856)三月
大工作料.事I代.竹代等犬半のものは，この年の3月
に支払われているが，大辺住代1~百îl 歩と丸太15本代(こ
ぴき作料共)78匁の支払日1;1.iFl々 年の寅卜一月となって
いる。出費のうち.材木代が圧倒的に多し全体のちょ
うど半分似を占めており.いつでも納修などの普請が出
来るようにと貯えられたものも含んでいると思われる。
⑬[別座敷舛二湯殿雪隠居建普請諸入用担帳J安政五
年 (1858)
乾蔵西側 6畳の号IJ座敷および湯殿雪隠の普ー請である。
期間は正月から七月まで半年間におよび.出費も大工作
料108人分計310匁8分をはじめ.材木イ℃ 多怖の建具類
などま昔、額はかなり多い。
⑬ 「董二而屋根葺致諸入用帳j慶応二年 (1866)
⑬と同僚.本屋の合:屋般f年容の際の入用帳である。た
だ.ままは⑬では12反3畝歩買取っているのに対し.ここ
では 5反8畝歩とその半分以下である。たたし反当り
の萱代が向く総額ではほぼ匹敵するの'JE代以外てはやは
り運搬費 (235匁余り)，屋根座作料 (261匁).飯料 (343
匁)がそれぞれかなりな初に透している。
⑮「辰己小屋普請諸入用控J
年月不明であるが。史料中に出てくる名前.賃銀，物
価からみて文政三，同年頃の持論であると思われる。小
居 ~ 子
屋の千円百で.60匁で内小屋を lヶ所購入し.当敷地内に
移築したようである。古小屋購入以外に大きな出資はな
。、?
以上の史料に記載された出費を，大工士事の作料.材木
等の材料費.建具.諸入用の項に分類してまとめたのが
(表-1)である。建具の項にまとめたのは既製品を購
入したもので，そのうち建具とは戸.障子.襖であり.
その他のものとしては天井板.畳.簾，欄聞などの造作
材である。諸入用の項のうち.祝儀.小遣の欄には神社
の祈総御礼.負傷した職人への「余内J(見舞 ・苦千附の類)
なども含めてある。飯料には湾代がかなり大きな比重を
占めている。
史料では.しばし大」こなどの作料を材料費を共にして
支払っている場合があり.こうしたケースは小規模な普
請に目立っている。とくに前述したように，③.⑨では
「荒健一式」として.まとまった額を支払っている。こ
れを材料費と作科に区分することはできないのて1 どち
らか比重の大きいと思われる7行の項へ入れた。表中O印
をつけたものは材料z伎を含むもので.x向lをつけたもの
は手間賃共の材料費である。
なお，表ーではすべて匁の単位で記入したが，現実には
金や銭で支払っている場合がかなりある。銭で支払うも
のは主として.縄.わら.灰.よし手伝.荷賃.小ii'i
など比較的少傾のものであり.令は主に建具.m儀など
である。金で支払うケースは弘化.嘉永の幕末になって
から目立って増えてきており‘史料⑬ではすべて金と銭
で支払われている。表ではこれをすべて銀に換算した。
なお.史料でも計算の便宜上ほとんど銀に換算されてい
る。
2.史料の考察
史料には支払金書員と同時に支払先が，名前だけの場合
も多いが，作I々村伊I兵衛と記載されている。次にこの支
払金額と支払先から職人と資材の購入についてみておき
たL、。
まず職人等の質全の支払であるが. 1人l日分の賃銀
が明記されているものをとり出してまとめたが(表ー2) 
である。これによれば石屋の作料が最も高<，次いで左
官で¥大[，屋恨屋.手伝. 日展のIlliになっている。 寛
政から幕末まて1 ①から⑬へと時代が下がってくるので
あるが，作料にはそう大きな変化はみられない。
普通.後進地域の近世農村の家普諮てすま.付人が無償
の手伝いに来るのであるが.史料からはこのようなf民営
はみられなし、。ここにでてくる 「手伝jにはすべて賃金
( 4 ) 
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(.別立
月下〈
円 料 村 約 t I! Jt 諸 人 周
人上高官附恨佳世 lil.I n m 彊!1ft 小十 事I む灰 波 a 不明 邑ー 訪H -+、 !t. 竹 石 縄 その他 -rさ かや その他 小 .1 I! Jt その他 小 .t fif1 その他 'J、.tb I>! I f i ・ 金物 』のり事 小 遣
I (1798) 2，041.0 115.6 48.0 39.35 218.3 2，462.25 1.011.0 1田.92 7.5 32.喧 割.55 3.2.7 91.8 t87.15 4，田t刷 149.4 527.6 677.0 32.85 1，(0).0 1酷.3 1.5Jl.I 0.82 8，793.2o 
2 ( I凶0，) 61.6 2.88 64.48 86.6 10. I 12.86 8.9. 122.0 19.77 19.77 2.0 2偶.25
。
3 (1815) 229.6 8.8 238. I 2.25 38.1 16.0 11.7 29.5 98.15 12.2 12.2 22.26 22.26 311.01 
I (1818) Z即 .8 27.76 19.7 250.26 542.8 2.0 5.6 40.94 16.25 6加.59 17.9 77 .0 94; 9 952.75 
。 。
5 (18却) 】，070.2 209.0 12.J 8.6 38.24 1.338.34 21 J， I 220.81 76.5 7.0 !l! .64 1.3 0.9 612.25 36.5 36.5 18.国 72.12 3.6 93.77 9.10 2，099，96 
。 3 x 6 ( 1".10) lJ5H.H 83.9 8.0 1.1:1.6 26.35 17.19 1，823.U 8.15 129.75 18.66 71.0 2.72 llb.3 3.35 3由.13 181.58 141.74 置3.32 1.1，3 15.75 30.05 8.12 2，531.76 
7 (1821) 75.O 41.4 2.77 80.77 1.8 36.64 20.0 6.3 5.3 6.2 76.24 2.7 4.3 7.0 164.01 
。
8 ( "t24) 106.2 3.32 2.85 11.37 56.2 58.0b 14.16 0.7 11.2 7.2 150.52 7.0 7.0 1.8 3.64 5.44 27'.33 
。
9 (1国4) 107.8 3.0 2.4 113.2 19.9 26.5 7.95 3.6 0.9 58.85 3.06 3.06 175.11 
。
10 ( 1825) 212.0 23.48 235.48 23.0 4.0 0.7 1.64 0.52 29.86 7.0 7.0 272.3. 
。
11 (1田1) l叫 .0 9.，1 '1.72 1.14 205.56 15.0 81.06 21.'6 1.15 2.0 120.67 16.0 16.0 342.23 
。 x 
口(同再} 197.唱1 6.45 16.0 4.0 223.86 1.:s 13. r， 20.88 14.5 14.5 1.8 1.8 261.0・
。 初〈
13 ( 1842 ) 22.8 165.6 22.5 277 .24 羽8.14139.23 171.79 52.1 10.0 '0.92 17.56 52.85 927.1 1，4tU5 32.7 】59.0 191.7 12.0 2，∞3.99 
。 、J 氏
" ( 1制7) 750.晶 98.85 28.0 163.75 1，041.45 407.8 256.6 7.0 10.13 36.88 59.83 215.63 993.87 70.72 41.3 112.02 18.0 18.0 2，165.34 
15 ( 1851 ) 36. I 16.85 3込75 87.0 14，1 11.2 11，7 ..0 41.0 19.25 147.25 
16 (18田} 101." 8.4 10.0 81.16 却ι96 2掛 .9 130.0 8.94 160.5 39.07 62 t.4. 12.0 12.0 843.37 
17 (1酷6) 
x 
106.'1 46.47 8.9 161.71 246.9 8.4 7，14 26.1‘ 3.68 292.26 22.18 22.18 19.94 4例>'15
。
18 ( 1858 ) 310.8 B白.01 48.78 9.71 472.JI 671.7 103.25 6.58 3.24 65.83 50.76 18.68 9油 .04235.47 249.3 484.77 61.67 61.67 3Q38 1，969.17 
19 ( 18剖) 261.0 235.63 496.63 19.41 10.76 1，013.9 5.53 1，00.伍 343.27 5.8 349.07 1.895.35 
20 (不明) 2.6 1.8 6.9 5.4 16.7 3.3 3.92 6.5 1.5 2.15 3.02 60.8 81.79 1.8 13.2 15.0 6.4 119.89 
匁)
:長覧
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句、
? ?? ?? 住
が支払われており.額u量mbl. ~ ほLf同吉区である 。 仕事
の内容もE副長茸の手伝をしているケースが多い 「日雇j
というのは文字通リの日履いで¥貨幣経済の発達にまき
こまれ零浴して無高化した農民であろうと思われる。
こうした職人は荒川村周辺の今里.高井01，i卸厨.若
江.中小坂.岩田.本庄，蛇1，¥:，八尾の各村から来てい
るが.大工は向井困村の大工が主で，í手伝j には蛇~村
の者が多い。⑦と⑫には紀州の屋根屋が庭われているが，
この場合の1t銀は 2匁3分と他よりは若干町い。
次に資材の購入先であるが.輸入の場合と比べて.同
ーの名前が数多くでてくること.その地域がかなり広範
囲にわたっていることが自につく。 これはこ うした資材
を取り扱うところが限られていたことにもよると思われ
るが.むしろ後進地域との比較からすれば.そうした専
門業者の存在自体に注目すべきなのであろ う。 購入先の
地名が判明しているものをあげると.材木は向井田.本
表-3 作料及貸金 (1人l日分)
数字のみのものー 単位 匁
除 大工 左官 屋銀座 石屋 日履・手伝
1 2.6 2.7 2.2 
手伝 237文
村手伝 1 .73 
2 2.2 
3 2.2 
4 2.6 手伝 226文
5 2.6 4 .1 
6 3.0 4.0 
手伝 272文
Q 274文
7 2.3 下手伝 1.2 
8 2，6 
9 2.6 3.0 
10 手伝 200文
11 屋恨隻手伝 236文
12 2.6 4.3 手伝 2.0 
1 3 2.2 日麗 1.5 
2.5 手伝{運綴)270文
14 3.0 
15 2.6 2.8 日雇 1 .5 
16 2.6 3.0 手伝 2.0 
1 7 2.8 
18 2.8 
手伝 208文
Q 220文
19 600文
20 2.6 2.3 手伝 1.8 
」
居 、己P乙c 
rl:，相原.道明寺，富田林や大坂市中から.瓦は走Hl:.
縮図.中道と久:主寺から.竹は主に八尾の竹屋から.石
と釘などの金物および建具は玉造や大坂市中からとりよ
せている。こうした資材の購入・運搬に要する費用はか
なりなものであったと考えられるが.とくに大がかりな
のは伐の調達である。
':'空は史料⑬と⑬にでてくるが.賂入先はいずれの場合
も占川中流部にある茨悶郡の一番付 (現門真市)で.反
当り何匁に何がしかの苅り手間貨を払って買い取ってい
る。反当り価絡をみると⑬では47匁-57匁であるのに対
し.⑮では150匁と実に 3倍もの開きがある。苅り手間は
⑬では反に米2斗 3升を支払い.⑮てすま銭2貫文を支
払っているが，当時の銀であらわせ(;f，前者は14匁余.
後者は29匁となり.ここでも倍に上っている。
こうして買い取ったをを⑬では主に古川沿いの浜村人
足が運織しこれに対し 1把 4文の街1.tを支払っている。
(天保十四年 「屋恨吹手伝弁ニ屋銀や初l阪jには 1月28
円から 2月10日まで売を運搬した延l∞人近くの名前が
記載されているが.賃金の記載はない。)⑬では浜村人起
が.一番村から中茶屋村 (現大阪市鶴見区)まで古川を
紛で運び.中茶屋から浜村および荒川村の人足が内人足
(貸金の記載がない)を含めて.延87人で荒川村まで運
んでいる。史料にみられる村を図示したのが(図ー2) 
である。
《 J me.J h蝿
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図-3 荒川村周辺地図(職人の出身村及
資材の購入先をプロ ットした)
( 6 ) 
辻野:近I!t日本農村における家、接続 (3) -ー153 -
むすび
周知のように河内地)jは近t!l:1]本農村のうちでもJ此も
商品経済の発達した地域である。普請帳でみるとほとん
どの資材が半製品.既製『R，て・購入されているが.これは
商品経済が発達していてこそ可能であり.河内地)jの特
色といってよいであろう。このことはとりわけ材木の調
達万法において色機〈表われている。後進地械の時前で
はまず山から木を切り出しこれを木後にひかせて各古1
付をつくるのであるが.ここでは例えば「抑ー£問寸角
柱.四本J とか 「ぶf県]かまち.怖ー丈五 .J'~1fiJ. 一丁j と
いったように規絡化された材木が賎入されている 当然
木挽の必要はないわけで.どの史料にも木俊が1(按属わ
れたことを示すものはない。
他万.村人の共同体的な結合は弱<.後i基地減のよう
な普約と付人との関わり合いはあまりみられなし、。後進
地域では.普請は村人の無償労働によっておニなわれる
場合が多<.普請に対する付人の役割lも，普請の村人の
生活に対する影符も大きい..草川家の普請では村人の無
償の労力提供は皆無に近<.村人IJ:普請にほとんど関与
していないと思われる。それに替って半!;t，'専業化してい
たらしい「手伝JinlWJが必読め手許に使われているの
である。ただ⑬と⑬の股恨伐の際には.貯金の記載のな
( 7 ) 
い者がかなリな数になっている。このときは究が使用さ
れており.ウfi.tJHi'は依然として村人の共同作業で行う
という慣習が残っていたのではないかと忠われる。けれ
ども付人が家fl<J青に来す役割lは後進I也域と比較すると
誇し<fl~~、ということは否定できない。
商品経済の発達が一万においては建築資材の商品化を
進め.規俗化された既製品の購入を可能にし他万では
I:J!町村の分解を進行させ.日雇j併などの賃労働者を出現
きせることによって付人の共同労働に似る必要性を失な
わせていったといえるのであるの河内地)jの先進性は建
築資材の.:14述刀法と.普請と村人との|期わリ合いとの二
つの点においてあらわれているといえよ う
附配
本格て.A考察したこれらの史料は.東大阪市史編纂室員
の島国王事博氏の御好意により使用させて頂いたものであ
る。記して謝;立を表します。
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